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研究成果の概要（和文）：目的：本研究の目的は、血圧値と病気休業との関係を明らかにすることである。方法
：後向きコホート研究を日本国内の7つの企業で実施した。血圧は、2014年度の健康診断で(1)<120/80、(2)
120-129/80-84、(3) 130-139/85-89, (4) 140-159/90-99, (5) >= 160/100 mmHgの5つに分類した。全疾患によ
る30日以上の病気休業とした。結果：20～59歳の労働者33,153人を分析した。ハザード比は、(1)を参照とし
て、(2)1.29, (3)1.15, (4)1.40, (5)1.70であった（p for trend＝0.001）。

研究成果の概要（英文）：Objective: The purpose of this study was to determine the relationship 
between blood pressure levels and sick leave.Methods: This retrospective cohort study included seven
 companies in Japan. Blood pressure was classified into five categories based on systolic and 
diastolic blood pressure: (1) <120/80; (2)120-129/80-84; (3) 130-139/85-89; (4) 140-159/90-99; and 
(5) >= 160/100 mmHg based on health checkup in 2014 fiscal year. Sick leave due to all disease was 
defined as 30 days or more until the end of 2020 fiscal year. Data were analyzed using cox 
regression adjusted for age, sex body mass index, and antihypertensive drug. Results: We analyzed 
33,153 workers with 20-59 years old. Hazard ratio and 95% CI were (2) 1.29 (1.10-1.51), (3) 1.15 (0.
92-1.44), (4) 1.40 (1.10-1.78), and (5) 1.70 (1.15-2.51) refer to (1) (p for trend = 0.001).
Conclusions: The risk of sick leave increased as blood pressure increased. Controlling blood 
pressure levels is important to prevent sick leave.

研究分野：産業医学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
生活習慣および生活習慣病に関する疫学研究は数多くあるものの、健診受診者（有所見者）のその後の受療行動
を詳細に把握し、さらにその後の経過を観察した報告は国外、国内ともに見当たらない。本研究は、単に検査異
常のみではなく、医療機関への受診・受療行動を詳細に把握し、経過を観察する点に学術的意義がある。また、
本知見は予防介入の方法を検討することに繋がり、社会的意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
我が国において, 高騰する医療費の適正化が喫急の課題となっている。医療費のうち約 3割は
生活習慣病が占めており（厚生労働省国民医療費）, 我が国の主要な死亡原因となっている（高
血圧: 2位, 高血糖: 4位, 高 LDLコレステロール: 8位; Ikeda 2012)。健康日本 21（第 2次）で
は, 主要な生活習慣病の発症予防と重症化予防の徹底が目標に掲げられている。 
生活習慣病が脳・心臓疾患（脳卒中, 心筋梗塞等）, 悪性新生物等の主要なリスクファクターで
あることは広く国民に知られており, 平成 20 年度特定健診・特定保健指導の開始以降, その認
識は広まっている。しかし, 糖尿病有病者(糖尿病が強く疑われる者)の割合は男性 18.1%、女性
10.5%（全体で約 1,000万人）と高い状態が続いている（平成 29年国民健康・栄養調査）。しか
し, 糖尿病の総患者数は 316万 6,000人であり（平成 26年患者調査）, 糖尿病有病者の一部し
か医療に結び付いていない。労働者には定期健診, 40 歳以上には特定健診と年 1 回の健診が普
及しているが, 健康診断で血糖値が高く「要治療」と判定されたにもかかわらず医療機関で受診
や治療を受けていない人の割合が約 4 割にのぼり（健康日本 21 推進フォーラム）, また, 一旦
治療開始となった後に 24.4％が受診中断となったという報告がある(林道夫 糖尿病 2011)。こ
れは, 高血圧, 脂質異常症でも同様の状況である。生活習慣病は, 治療すべき人が適切に治療す
ること, また, 治療している人が離脱することなく治療を継続することが重要である。 
 
２．研究の目的 
（１）疾病休業に関するデータベースを構築すること 
（２）健診で高血圧の者（有所見者）の受療状況が, 将来の疾病休業に及ぼす影響を明らかにす
ること。 
 
３．研究の方法 
（１）30日以上の疾病休業に関して、情報を収集した。傷病名は ICD-10コードに紐づけた。 
 
（２）後向きコホート研究を日本国内の 7 社を対象として実施した。血圧は、2014 年度の健康
診断に基づき、収縮期血圧と拡張期血圧から、（1）120/80 未満、（2）120～129/80～84、（3）130
～139/85～89、（4）140～159/90～99、（5）>=160/100mmHg の 5 区分に分類されました。全疾患
による疾病休業は、2020 年度末までの 30日以上とした。データは、年齢、性別、BMI(body mass 
index)、降圧薬の内服の有無で調整し、cox 回帰を用いて分析した。 
 
 
４．研究成果 
（１）結果を以下に示す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
男性 

462,196 person-years
men: 356,223 person-years

women: 105,973 person-years

less than 20 years old: 2,732 person-years
more than 65 years old: 1,052 person-years
missing: 2,913 person-years

455,499 person-years
men: 351,878 person-years

women: 103,621 person-years



 
 
女性 
 

 
 
 
 
（２）20～59 歳の労働者 33,153 人を分析した。ハザード比と 95％CI は、(1)を基準に、(2)1.29
（1.10-1.51）, (3)1.15（0.92-1.44）, (4)1.40（1.10-1.78）, (5)1.70（1.15-2.51） であっ
た。（p for trend＝0.001）。血圧の上昇に伴い、疾病休業のリスクは増加した。疾病休業を防ぐ
ためには、血圧値のコントロールが重要である。 
 
 
 
 
 

All All
20-29歳 30-39歳 40-49歳 50-59歳 60-64歳 20-29歳 30-39歳 40-49歳 50-59歳 60-64歳

Overall 3,848 391 645 1322 1,367 123 10.9 9.6 8.3 11.6 12.9 9.0
感染症および寄生虫症 28 2 7 13 4 2 0.1 0.0 0.1 0.1 0.0 0.1
新生物 322 4 18 75 185 40 0.9 0.1 0.2 0.7 1.7 2.9
血液および造血器の疾患ならびに免疫機構の障害 6 0 1 1 3 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1
内分泌,栄養および代謝疾患 25 1 2 4 18 0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.2 0.0
精神および行動の障害 2,256 297 476 859 603 21 6.4 7.3 6.1 7.6 5.7 1.5
神経系の疾患 190 18 34 61 73 4 0.5 0.4 0.4 0.5 0.7 0.3
眼および付属器の疾患 16 1 3 2 10 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0
耳および乳様突起の疾患 11 0 0 5 6 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0
循環器系の疾患 217 2 9 61 132 13 0.6 0.0 0.1 0.5 1.2 1.0
呼吸器系の疾患 35 2 7 13 12 1 0.1 0.0 0.1 0.1 0.1 0.1
消化器系の疾患 100 9 11 25 50 5 0.3 0.2 0.1 0.2 0.5 0.4
皮膚および皮下組織の疾患 14 2 2 3 7 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0
筋骨格系および結合組織の疾患 255 17 36 83 107 12 0.7 0.4 0.5 0.7 1.0 0.9
尿路性器系の疾患 39 1 2 15 19 2 0.1 0.0 0.0 0.1 0.2 0.1
先天奇形,変形および染色体異常 8 1 1 2 4 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
症状,徴候および異常臨床所見・異常検査所見で他に分類されな
いもの

37 4 4 9 15 5 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.4

損傷,中毒およびその他の外因の影響 227 22 24 70 96 15 0.6 0.5 0.3 0.6 0.9 1.1
健康状態に影響をおよぼす要因および保健サービスの利用 5 1 0 0 4 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
その他 57 7 8 21 19 2 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

Number of spells during 8 years Incidence rate of sick-leave (new spells / 1,000 person-years)
Age catetories Age catetoriesICD10コード

All All
20-29歳 30-39歳 40-49歳 50-59歳 60-64歳 20-29歳 30-39歳 40-49歳 50-59歳 60-64歳

Overall 1,386 334 395 377 257 23 13.4 14.8 13.9 11.5 14.0 14.1
感染症および寄生虫症 4 0 2 0 2 0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.1 0.0

新生物 182 10 26 74 64 8 1.8 0.4 0.9 2.3 3.5 4.9

血液および造血器の疾患ならびに免疫機構の障害 3 1 2 0 0 0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0

内分泌,栄養および代謝疾患 14 2 2 3 7 0 0.1 0.1 0.1 0.1 0.4 0.0

精神および行動の障害 688 238 187 171 90 2 6.6 10.6 6.6 5.2 4.9 1.2

神経系の疾患 74 11 13 35 15 0 0.7 0.5 0.5 1.1 0.8 0.0

眼および付属器の疾患 2 0 0 1 1 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0

耳および乳様突起の疾患 8 2 2 2 2 0 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.0

循環器系の疾患 29 1 3 13 12 0 0.3 0.0 0.1 0.4 0.7 0.0

呼吸器系の疾患 12 1 1 8 2 0 0.1 0.0 0.0 0.2 0.1 0.0

消化器系の疾患 20 5 3 4 8 0 0.2 0.2 0.1 0.1 0.4 0.0

皮膚および皮下組織の疾患 7 0 3 2 1 1 0.1 0.0 0.1 0.1 0.1 0.6

筋骨格系および結合組織の疾患 65 5 17 15 23 5 0.6 0.2 0.6 0.5 1.3 3.1

尿路性器系の疾患 26 5 9 7 5 0 0.3 0.2 0.3 0.2 0.3 0.0

妊娠,分娩および産じょく<褥> 134 30 91 13 0 0 1.3 1.3 3.2 0.4 0.0 0.0

先天奇形,変形および染色体異常 4 1 1 2 0 0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0

症状,徴候および異常臨床所見・異常検査所見で他に
分類されないもの

9 1 3 2 2 1 0.1 0.0 0.1 0.1 0.1 0.6

損傷,中毒およびその他の外因の影響 57 8 11 15 17 6 0.6 0.4 0.4 0.5 0.9 3.7

健康状態に影響をおよぼす要因および保健サービスの
利用

3 1 1 1 0 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

その他 45 12 18 9 6 0 0.4 0.5 0.6 0.3 0.3 0.0

Number of spells during 8 years Incidence rate of sick-leave (new spells / 1,000 person-years)
Age catetories Age catetories
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